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好中球e)食喰機能に就て (メラニン頼粒による

新 しい貧喰試験法 )

家 森 武 夫 (京大椅折節6部)

教 示申 戸 嘉 道

羽 田 浮
(京大抑 第2部)

白血坪貧唾に関する業績は1884年 山etschnikoff氏が食喰説 を唱えて以来,これに就いて行ほれた

実験は枚挙にいとまがない. それ等の研究は或捻生体内,或は生体外即ち試験管内若 しくは載物椅子

上において行われたo異物 として墨粒 ,澱粉 ,叉は細菌等置 く用い られて居る. メラニン塀粒 を用い

白血球貧喰試馳法を創始せ るは阿部氏 (昭 17)ノにして∴氏は乳鉢にて眼球円謬様液 を用い脈絡膜 メラ

ニ ン頼粒 を抽出し,小試験管内にて比色して一定濃度 となしたるものに,凝血せざる如 くクェン酸 ソー

ダを如えた血液 を況和 し,一定時間貯卵詩円に放置 した後 これ を取出し,塗抹標本 を作製 し,染色後鏡

検せる白血球首個中,食唆せるもの,及び倉唆せざるものの数 を以て,白血球碑髄 を健 査 した｡氏の方

法に依れば其の作製 メラニン液は長期保存に堪えず,叉常に一定濃度の メラニン液 を作 る事困難な篤,

臨床的にこれを麿用する事が出釆ないO

それで私達は上記の欠点を除 く馬,森 ･杉山氏漁にな らい,メラニン瀬野の塗抹標本 を作製すべ く企

図した｡

Ⅱ)骨鹸材料及び実験方法

新鮮な-牛眼球 ,或はこれを切開 し郁子体を取 り捨て,601-70%ア7レコ- 7レ中に貯臓 した牛眼球の虹彩を'ti･ン七､ソー

にて取 り出 し,流水にて約30分水洗後 ,水気を取 りて計量 し,此の重 さの約10倍崇の 2%アラtl･アゴ ム水溶液 (滅菌

して置 くを零す)を除 々Zl{加えつ ゝ乳鉢にて力を加える草な く充分磨砕 し,此れを渚過紙ほて 2回潰過 し,得たろ液液

を打血球算定用 ピペッ トを用いて メラニン色素顕粒を算定 し,メラニン色素騎粒を 1cc申大凡10万前後IJ{規正 し,之

れを予めクローム硫酸E/{浸墳 し,溜水にて洗液,ア)I,コ- 7レ中(/{貯えた後清拭 した裁物椅子を水牛に把持 し,此のPL

i/{上記液を ti･ぺ ツ ーを用いて流 し,手早 (垂直e/{立 て,塵境の立たない場所 (,てて乾燥す｡標本 は一時に数多 く作製 L

で置く方が便利であるo 価標本作製は実験の性質上無常的である必要がある散器具はすべて滅菌 して用l/{供す o

上記の如 くに して作製 した メラニン県粒壇珠裁物椅子上に,耳条を傷つけ球状に流出する血液の一滴を裁物椅子 と

略同株L/{締拭 した覆蓋椅子の下 面l/{取 り,手早 く伏せ ,血液が密書精子周囲に拡散するを待って周囲をワゼ l)ンほて

封 じ,此れを僻卵器内e/{一定'*開放思 し,好 中球首個を数え,其の メラニン顕粒食喰数を鏡検 し,平均食喰激を求め

ち.何血液を覆蓋硝子下面に取 りたる彼は可及的速やかに戟物絹子上.1/{静置 し,此れを指頭にて強 く圧迫Tる革 は厳

禁すo然 らざれば好中球は容易に破壊 し,食境に関興せざる好 中球を多数見 る革になるO又覆蓋椅子 につけた血液を

載物椅子上に置 き血液の拡散せる時,濃 く赤色を量するは血液多 き!/{過ぎるものほて,鏡検時赤 血球 l/{妨げ られて好

中球の食境を槍するに困#=:な革がある｡

Ⅲ)甘取成蹄及び考察

1. 各種小党疾患に於ける好中球貧喰隈 (神戸)

さきに秋葉氏は好中球の遊走速度について研究 して,乳幼兄の栄養失調症,急性洞化不良症,同中毒

症に於ては健康妃よりも,これが低下することを認めている. ことに之等の うち死亡例 ではその低下が

著明であるo

これ等の疾患に於ける我 々の研究成績は第 1表の如 くである.
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第1表 乳見腸炎及び中蔑症

○ [｣ 〇 才 1年10ケ月 早 (18)-1.84(21)1.03官(24[1.00(-24)タヒ

(⊃ 川 C) 正 ′12ケ月 8 (20) (23) (31) (36) -(48) 追 (58)0.88 0.86 1.89 1.62 2.08 4.29

⊂) 多 ○ 字 8ケ月 ? ｢㌻1.45(10)2.08(17)2.53 追

⊂) LlJ ⊂) 也 10ケ月 8 (7)2.86(ll)3.56 追 (26)4.37 -

○ 野 ○ 己 1-年4ケ月 8 (30) (35) (38) (45) 再三汚ー~ (60) 追1.29 2.44 1.67 1.93 3.17 3.69

○ 中 ○子 1年3ケ月 辛 (7) (10) (13) (14)
4.32 2.93 1.81 死

C Ll.1 0 生 1年4ケ月 8_ (6) (8) (10) (18) (24) (37) 追3.24 2.93 2.38 2.27 3.37 4.30

○ 防 ○ 布 5ケ月 8 (12)1.68(16)3..93(15) .3.68(21)1.78(27)1.58(33)3.04 追C) 野 ○ 子 1年5ケ月 ? (IO)2.68 (21)3.44(26)2.28(30)2.23 追

表中数字は平均食噴指数 , ( )内は発病後の日数,死は死亡,迫は退院をあらわすO

即ち乳兄腸炎及び同中毒症の如 く急激に其の鱒 帰の決定する疾患に於いては,疾病の経過 と食喰機能の

間の相関関係は明確に現れる. ～股に平均貧喰指数の低下しているものは重症にして,指数の減少傾

向あるものは死の事割苗をと り,増加傾向のあるものは治癒に向い,堰.加の著明な ものは治癒 も亦速か

である｡ 一見外貌重篤に見えるも平均貧喰指数の高値を示す ものは予後良好にて治癒傾向が著明であ

るo

更に肺炎 ,膿胸,暢チフズ,結核性脳膜炎等の疾患に於て我 }tの得た研究成績は第 2表 ,第 3表及び

第 4表の如 くである｡

t第 2表 肺 炎

(⊃ H O 6年4ケ月 8 (7yT｢て｢1._69 ●1_67-(-20うー~2.30 追 ,

I(⊃ 川 (⊃ 照 7年 8 (8)2.53(12)a.96 追

第 3表 膿 胸

⊂) 一一一 (⊃ 6年4ケ月 8 l(30 )2.76(36)2_61(43)3.63(56)3.23i(65)4.14(75)3.65(72)2.72 . 追 追

(⊃ 倉 〇 二 9ケ月 8 (20)1_97(33)2.14(43)死

⊂〕 戸 (⊃ 丁 11ケ月 ? (24)3.67(36)5.17(43)4.07(52)2.74

第 4表 腸 チフス

○ 野 〇 才 1 6年1ケ月･ 内 ○ 1 1年5ケ月 早 (57)4.46(58)0.191(59)1.34‡(59)1.33(60)一 死

第 5表 帝核性情膜炎 (ス トレプ トマイシン使用せず)
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即ち肺炎 ,膿胸,腸チフスに於で も疾病の極期に於ては一般 に倉喰指数の低下が認め られ るが,快復

期には指数が上昇する｡病状が不良にて死の韓帰 をとる例で は倉喰指数のか校友回復上昇がみ られす,

死亡前迄指数低下の傾向を示 しているO結核性脳膜炎に於て Strepto･_mycin を使用せず,病状が感化

する場合には,死亡の 1-2週前 より著明夜会喰 指数の低下が認められた｡

2･ 貧喰指数の贈卵静内時間による推移並びに成人結核症 に於ける好 中球定喰能 ,(羽田),

本試験法に於ける卵字卵器円放置時間の変化に伴 う平均貧喰指数の推移は第 6表の如 くである｡

算 6表 食喰指数の僻卵碁内時間L/{よる推移

這計で 1 壷 屋 4 5 6 7 8 9 10 ll

30分 2.00 1.71 2.40

1時間 4.80 4.09 5.12 5_18 2.30 2.29 3.27 2.80 4.96

--1時間牛 5.54 1 完｢ トー示 ㌻ 6.50 6.64 6.87 2.39 4.03 4.01 3.48 5.48

2時閏年 8.05 4.50 6.45 7.45 8.03

即ち将卯器円放置時間が 1時間草道 に於いては平均貧喰指数は急激に上昇 し,其の後の上昇は比較的綾

除である｡ 従って卵紺日韓円に30分間放置する場合には,僅かの時間的過誤により,指数に対する蘇著

な誤差 を生ずるおそれが ある,叉長時間将卯器円に放置することは好中球内の メラニン廠粒が極めて多

数 とな り,検査に長時間 を要することとなるか ら,ダ障卵器円放置時間は 1時間辛 として食喰指数 を算束三

することが最･も適当であると考えられ る｡

次に成人結核症に於ける白血≡蛾貧喰磯能については既に末木 ,葛谷氏 (昭12年)が澱粉粒 を用いて行

い,置症例 に於いては健康者 と大差な く,中等症及び重症例に於いては病期の変動に臆 じ,時 々著明な

先進を示す時期がある｡ 死亡例に於いては死亡前約 1週間以円に於V･て急激な低下を来す事が多いと

述べて居 る｡

我 々は メラニン蹟粒塗抹載物嫡子津 を以て 成人結核症を軍症及び重症 に分けて 観察 して次の第 7表

の如き成績 を得たo

弟7表 成人緒核患者の好 中球食噴能

健 康 者 ･軽 症 結 核 .患 者 重 症 鰐 核 患 者

⊂)野 ⊂) 雄 8 3.57 (⊃ ltl C) 刺 8 3.892.23≡ 毒.意 0 jrl 〇 一一 .8 6.48

○ 輿 C) 勤 .8 5.20 A(⊃ 原 〇 一大 O rfTJj (⊃ 郎 8 2.62

○ 蚤 ○ 字 早 4.40 (⊃ rll 〇 才 (⊃両 ○ 二子 ? 6.26

(⊃ 根 〇 一子 ?. 2_50 (⊃ 井 (⊃ 雄 (⊃ 保=〇 一 8 3.63

C ll一 〇 ら .5_54 (⊃池.(⊃ 7台 8 6.64 ○ 南 〇 二千 ♀ 4.16

(表 中数字は僻卯器内政罷 1時間牛に於げろ食喰指数を示す)

1

即ち健康者の数に比較 して畢症及 び貢症成績患者の好中 球 定喰髄に有意の差 を発見 し得なかったが現

在固この点に関して追究中である｡
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結 論

1. 我 々は好中城の貧喰能 を算定するためにメラニン頼粒塗抹載物欄干法 (家森,神戸,羽田法 -

Y,K.H 法)を創案したo この方法は墨粒による杉山民定喰能算定法に比し,より客観的に,正確に

貧喰能 を算定することが出来る｡

2. 本旗により好ヰ球の食喰能の推移を各棟小党疾患の経過について追究して,急性にその持帰を決

する疾患に於ては貧喰指数が鋭敏に病状及び予後を反映することを知った｡ 成人の肺結核症の如 き慢

性疾患では本法によりその病状及び予後を推定することが出来なかった｡

3. 本法による卵字即答内放置時間は 1時間牛が貴 も適当である｡

岩づF数投の御指導を感謝す｡
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